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■ 参議院選を終えて                             ２ 

軍事力増大と改憲の主張が、ますます高まるなかで迎えた７月の参院選。自民 

  と維新の勝利で終わりましたが、全国の女性が全力で選挙戦を闘った結果、運動 

  と国会をつなぐ大切なチャンネルを確保することができました。また、選挙戦を 

通して、これからの本当の闘いは何かが見えてきました。本特集は各地からの選 

挙戦報告と劣化する政治に対する問題と行動提起です。 

★政治と外交の失敗である戦争をさせないために－私たちにできること 
船橋 邦子 

★政治と宗教右派  

～元首相暗殺で注目の集まる自民党とカルト集団の関係～ 
                             石田 久仁子 

 ★自民党総攻撃で森裕子さんの議席守れず－新潟選挙区 

                              黒岩 秩子 

 ★本当の闘いはこれからだ 

                         鴻巣 美知子   高木 澄子 
 

■ 北京行動綱領の検証 ⑨ 紛争と女性 

復帰50年の今、“沖縄を再び戦場にしてはならない”と声を上げる   ６ 
   北京会議の最中に発生した米兵による性暴力事件。北京から帰国後、直ちに立 

ち上げた「基地・軍隊を許さない行動する女たちの会」代表、高里鈴代さんによ 

る北京会議、北京行動綱領から27年間の女性たちの闘いと沖縄の現状報告です。 

 

■ 優生保護法改悪阻止運動／優生保護法国賠訴訟 

／介護現場から見た優生思想        ８ 
  「優生保護改悪阻止連絡会」（現S0SHIREN）が改悪阻止をしてから40年が経過、 

集会が開催されました。当時、学生で中心的メンバーとして運動を担い、現在も、 

2012年強制不妊手術の国賠訴訟、また介護現場から見える優生思想と闘い続ける 

フェミニスト、白崎朝子さんからの私たちへの熱いメッセージです。 

  

■ 地域からの発信 
  民間シェルターの2020年代はやっぱり前途多難           ９ 

   地域で、近年は内閣府の事業に参加し、DVをはじめ困難に直面する女性の支 

援活動を長年続けてこられたNPO法人山口女性サポートネットワークの小柴久子 

さんの地域からの発信です。 

  

■ 学習会案内、世話人会、加盟団体ほか                １０ 
 

 


